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一酸化炭素や二酸化炭素は、省資源型化学プ
ロセスのための原料として重要である。これらを
有効利用するための均一系触媒反応は、中心
金属とその配位子が共同的な作用で進行する。
長い歴史の中で、ある反応を可能にする触媒の
選択は、まず中心金属が決まり、そのあと配位
子のチューニングがおこなわれてきた。

ルテニウム触媒をもちいるオレフィンのヒ
ドロホルミル化
従来のロジウム触媒で有効だったかさ高い二
座配位子を、シクロペンタジエニルルテニウム
(II)に組み合わせ、末端アルケンの直鎖選択
的ヒドロホルミル化に成功した。

極性ビニルモノマー /一酸化炭素交互共
重合体の創製と物性評価
アクリル酸メチルと一酸化炭素の共重合をア
クリル酸メチル/エチレン/一酸化炭素の３元
系共重合に拡張し、新材料創出の指針を得
た。

チタン、ゲルマニウム、鉄触媒をもちい
るエポキシドと二酸化炭素の共重合
チタン(IV)またはゲルマニウム(IV)とboxdipy
配位子、および鉄(III)とcorrole配位子の組
み合わせが、プロピレンオキシドと二酸化炭素
の共重合に有効なことを発見した。この結果を

「実質電荷戦略」に基づき説明し、新しい触
媒設計の指針を確立した。

本研究は、一酸化炭素と二酸化炭素を原料とす
る物質合成のための均一系金属錯体触媒の開
発を目的とする。この目的を達成するため「実質
電荷戦略」というコンセプトを掲げ、金属と配位
子の電荷に焦点を当てる。中心金属と配位子と
の組み合わせを総合的に考えて、新触媒発見に
挑戦する。
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各研究成果を発展させれば、それぞれ現状の
希少なあるいは有毒な触媒をもちいている化
学プロセスを、入手容易で低毒性の触媒に
置き換えて化学産業に貢献できる。また、実

質電荷戦略という概念については、その妥当
性と限界が本研究から明らかになったので、さ
らに進んだ触媒設計概念に展開し、基礎科
学の発展につなげたい。

中心金属の実質電荷に着目し、高価で希少なロジウムをルテニ
ウムに（式１）、毒性の高いコバルトやクロムを低毒性で入手容
易なチタンや鉄に（式２）それぞれ置き換えることができた。


